
 

［成果情報名］イチゴ「ゆめのか」における間欠冷蔵処理（表処理）の開始時期と処理方法 

［要約］「ゆめのか」の間欠冷蔵処理では、８月25日からの４日×２回処理で暗黒低温

処理と同等の収穫前進化及び年内収量の確保が可能となり、効果が安定する。 
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［背景・ねらい］ 

 本県におけるイチゴ品種は、農家所得の向上を目的に、「さちのか」から多収で輸送性に

優れる「ゆめのか」への転換を図っている。その中で農林技術開発センターでは早期出荷

と多収生産を実現するため、暗黒低温処理による収穫前進化技術の開発を進めてきた。 

しかしながら今後は「ゆめのか」の面積拡大に伴い、冷蔵処理施設に限界が生じること

が懸念される。 

一方で岡山大学を中核とした共同研究により、暗黒低温処理を同一施設で２倍量処理で

きる間欠冷蔵処理技術が開発され、本県では「ゆめのか」の間欠冷蔵処理の表処理３日×

３回処理（３日間の冷蔵処理と３日間の屋外管理を３回繰り返す）で暗黒低温処理と同等

の前進効果があることを明らかにした（長崎農技セ、2016 年）。 

そこで、本県の気象条件下において、処理回数の短縮を目的に、間欠冷蔵処理の開始日、

日数及び回数が収穫の前進効果及び年内収量に及ぼす影響を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．イチゴ「ゆめのか」の８月 25 日～８月 31 日処理開始の間欠冷蔵処理は３日×２回、

４日×２回、３日×３回のいずれの処理においても、無処理（自然分化）より出蕾日、

開花日、収穫開始日が早くなり、年内収量は同等以上となる(表１)。  

２．８月 25 日処理開始の間欠冷蔵処理３日×２回処理は、自然分化が平年並みの年には効

果にばらつきが生じ、収穫開始日が遅れ、年内収量が安定しない（表１）。 

３．８月 25 日処理開始の４日×２回処理は、同日処理開始の暗黒低温処理と出蕾日、開花

日、収穫開始日および年内収量が同等以上となり、処理回数も２回で十分な効果が表れ

る(表１)。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．イチゴ農家が所有する予冷施設等利用をして経営の一部で間欠冷蔵処理を実施するこ

とで早出し率の向上が可能となる。 

２．2015 年は、普通ポット育苗の花芽分化（自然分化）が平年より５日程度早く、2016 年、

2017 年は平年並みの花芽分化条件における試験結果である。 

３．間欠冷蔵処理と暗黒低温処理は処理終了日の 12 時に冷蔵施設（15℃設定）から出庫後、

冷暗所で保存し、翌日に定植。無処理は頂花房の花芽分化確認後に定植した（図１）。 

４．間欠冷蔵処理は、冷蔵施設と屋外管理を繰り返すため、出し入れに労力がかかる。本

試験では、冷蔵施設から出した苗はコンテナに詰めた状態で苗床に戻し、通常の灌水管

理（スプリンクラーによる頭上灌水）を実施した。 

５．間欠冷蔵処理では、冷蔵施設から出した苗の潅水はコンテナに敷き詰めた状態で行う

ため、処理期間中に炭そ病の発生が認められた場合、処理を中止する。 



 

［具体的データ］ 

表１ 平均出蕾日及び開花日、収穫開始日、年内収量  

ｚ：±は 95%信頼区間の幅、ｙ：無処理は自然分化で花芽分化を確認して定植、平年の定植日は９月 20 日頃 

○耕種概要 （育苗）栽培方式：高設雨除け育苗、10.5cm ポリポット受け苗 

苗切り離し日：2015 年６月８日、2016 年６月９日、2017 年６月 13 日 施肥量 N-200mg/株 

（本圃）栽培方式：長崎県型高設栽培 施肥量：N-16.6kg/10a   

 

 

 

 

 

           図１ 冷蔵処理の処理方法と定植日 
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      単収日本一を目指したイチゴ「ゆめのか」の増収技術開発  
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暗黒低温比
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間欠　３日×２回 9/4 10/2±1z 10/17±1 11/13±1 207± 9 119 107

間欠　４日×２回 9/7 10/4±1 10/18±1 11/15±1 201± 7 116 104

間欠　３日×３回 9/10 10/7±1 10/21±1 11/18±2 190±14 109 98

間欠　３日×２回 9/7 10/7±2 10/21±1 11/19±2 200±18 115 103

間欠　４日×２回 9/10 10/9±1 10/23±1 11/21±2 192±27 111 99

間欠　３日×３回 9/13 10/11±1 10/24±1 11/25±1 184± 9 106 95

間欠　３日×２回 9/10 10/12±1 10/25±1 11/24±1 188±17 104 97

間欠　４日×２回 9/13 10/12±1 10/25±1 11/25±1 181±18 104 93

間欠　３日×３回 9/16 10/15±1 10/28±1 11/29±2 167±17 96 86

8/25 暗黒低温　15日×１回 9/10 10/6±1 10/20±1 11/16±1 193±15 112 100

― 無処理y 9/14 10/16±1 10/29±1 12/3±2 173± 9 100 90

間欠　３日×２回 9/4 10/21±11 11/4±12 12/5±13 128±21 132 89

間欠　４日×２回 9/7 10/5±1 10/15±2 11/15±2 163±21 169 114

間欠　３日×３回 9/10 10/7±1 10/18±1 11/17±1 184±12 190 128

間欠　３日×２回 9/7 10/12±7 10/24±8 11/26±9 164±44 170 115

間欠　４日×２回 9/10 10/11±2 10/22±2 11/21±2 175±11 182 123

間欠　３日×３回 9/13 10/13±2 10/25±3 11/23±3 156± 8 162 109

間欠　３日×２回 9/10 10/10±1 10/21±1 11/20±3 186±16 172 130

間欠　４日×２回 9/13 10/11±2 10/22±2 11/21±2 166±17 172 116

間欠　３日×３回 9/16 10/15±1 10/25±1 11/26±2 141±20 146 99

8/25 暗黒低温　15日×１回 9/10 10/6±1 10/16±1 11/16±1 143±14 148 100

― 無処理 9/20 10/23±2 11/6±2 12/11±4  97±47 100 68

間欠　３日×２回 9/4 10/15±7 10/26±8 11/29±11 167± 8 212 118

間欠　４日×２回 9/7 10/8±1 10/18±1 11/19±2 198±25 252 140

間欠　３日×３回 9/10 10/9±1 10/21±1 11/23±1 165±19 210 117

間欠　３日×２回 9/7 10/8±1 10/19±1 11/20±1 188±34 239 133

間欠　４日×２回 9/10 10/10±1 10/20±1 11/20±2 164±53 209 116

間欠　３日×３回 9/13 10/12±1 10/23±1 11/24±2 164±37 209 116

間欠　３日×２回 9/10 10/13±1 10/25±1 11/30±2 140±21 185 99

間欠　４日×２回 9/13 10/13±1 10/24±1 11/28±3 146±59 185 103

間欠　３日×３回 9/16 10/14±1 10/25±1 11/27±2 152± 2 193 107

8/25 暗黒低温　15日×１回 9/10 10/8±0 10/17±1 11/17±2 142±53 180 100

― 無処理 9/19 10/20±1 11/3±1 12/14±3  79±47 100 56
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